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【教室の窓から】～ふれあい道徳編②～ 
前回は、２～３年生を中心に学習の様子を書きました。今回は、高学年５，６年生

を取り上げています。 

高学年ともなると、立場を変えて心情を推し量ったり、複数の価値を場面や相手の

状況に応じて吟味したりできるようになります。また、「自己内対話」といって、自

分の中に生じた言葉に出すことのない様々な心情を、客観的に見つめることなどがで

きるようになります。 

紹介する場面はほんの一部ですが、５，６年どの教室でも、子どもたちは自分の経

験と照らし合わせて、よく考えながら話し合いをしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かがやく山内西の子 
やる気いっぱい 笑顔いっぱい 元気いっぱい  

山内西小 HP:http://cms.saga-ed.jp/hp/yamauchinishi-e/ 

※｢学校だより｣はホームページからもご覧いただけます。鮮明な画像でご覧ください。 

【６年１組 あかぎれ】 

｢中江藤樹(なかえとうじゅ)という人を知

っていますか。実は、この人の家庭には、

こんな事情があったのです。まず、お話を

聞いてください。｣ 

【６年２組 ばかじゃん】 

主人公のように、自分の思いを友だち

に言えなかったことはあるかな？ 

どうして言えないんだろう？ 

【５年１組 ありがとう】 

｢ありがとう｣という言葉のもつ意味に

ついて、自分の考えを書きました。多

くの人の支えに気づくことができまし

た。 


